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ナポリタン・マスティフの改正部分 

 

  

改   正 現   行 

■頭部 

□顔部 

耳 

大きさと比較すると小さく、三角形で、頬骨弓の上

に付き、頬に沿って平らについている。耳は自然な

ままである。 

 

 

■尾 

付け根は幅広で、太い。力強く、先端に向かってや

や先細りになる。長さは飛節まで達している。静止

している時には、サーベル型にカーブして垂れさ

がっている。動いている時には平行に掲げられて

いるか、トップラインより僅かに上に掲げられて

いる。 

 

 

■重大欠点 

・高すぎる位置で掲げられている尾。 

■頭部 

□顔部 

耳 

犬の大きさと比較すると小さく、三角形で、頬骨の

アーチの上につき、頬に沿って平らについている。

断耳する時には、二等辺三角形に近い形にするこ

と。 

 

■尾 

付け根は幅広で、太い。力強く、先端に向かってや

や先細りになる。長さは飛節の接合部分まで達し

ているが、通常おおよそ 3 分の 2 くらいの長さで

断尾される。静止している時には、サーベル型にカ

ーブして垂れさがっている。動いている時には平

行に掲げられているか、トップラインより僅かに

上に掲げられている。 

 

■欠点 

□重大欠点 

・ゲイ・テイル（トランペット・テイル）。 

 


